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連結業績予想の修正及び中期経営計画の取り下げに関するお知らせ 

   

当社は 2024 年９月 25 日開催の取締役会において、以下のとおり、最近の業績の動向等を踏まえ、 

2024 年５月15 日に公表いたしました 2025年３月期（2024 年４月１日～2025年３月 31日）の第２四半

期累計期間及び通期の連結業績予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。 

あわせて、2023 年５月 15 日に公表いたしました中期経営計画（2024 年３月期～2026 年３月期）を取

り下げることといたしましたので、お知らせいたします。 

 

１． 業績予想の修正について 

（１）2025 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（2024 年４月１日～2024 年９月 30 日） 

 
売上高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円） 

経常利益 

（百万円） 

親会社株主に

帰属する 

中間純利益 

（百万円） 

１株当たり 

中間純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 10,633 230 222 130 13円43銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 10,650 △7 △46 △90 △9円32銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 17 △237 △268 △221 ― 

増 減 率（ ％ ） 0.2 ― ― ― ― 

（参考）前期第２四半期実績 

（2024 年３月期第２四半期） 
11,051 318 331 122 12円61銭 

 

（２）2025年３月期通期連結業績予想数値の修正（2024年４月１日～2025年３月31日） 

 
売上高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円） 

経常利益 

（百万円） 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

（百万円） 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 23,188 1,151 1,135 709 72円77銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 23,229 704 658 372 38円17銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 41 △446 △477 △336 ― 

増 減 率（ ％ ） 0.2 △38.8 △42.0 △47.5 ― 

（参考）前期実績 

（2024年３月期） 
23,995 1,067 1,024 364 37円43銭 



 

 

（３）修正の理由 

当第２四半期連結累計期間においては、新型コロナウイルスの影響が収まったことにより、繁忙

期であるゴールデンウィークや母の日などの売上は堅調であり、お盆期間を含む８月においては、

台風の影響による店舗の休業があったものの、売上高はほぼ予想どおりとなっております。しかし

ながら、為替影響等による原材料価格の高騰により売上原価率が上昇していること、積極的な販売

促進施策の実施等により、利益は当初の想定を下回って推移しております。また、当四半期にて加

盟店舗の買い取りを行ったこと等により、営業外費用を計上しております。 

通期においては、売上高はほぼ前回の予想どおりと想定しております。また、2024 年 10 月のメ

ニュー改定により収益構造の改善を行う予定ですが、一部原材料価格の高騰が見込まれること、中

期経営計画のテーマの１つである「セカンドブランドの強化」がまだ検証中であり、利益貢献に

至っていないこと等により、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は、前回発

表予想を下回ることが見込まれます。 

以上の理由から、2025 年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想を修正いたし

ます。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成しており、実際

の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

２． 中期経営計画の取り下げについて 

（１）中期経営計画取り下げの理由 

当社は、2023 年５月15 日に 2026 年３月期を最終年度とする３ヵ年の中期経営計画を公表し、

その達成に向けて取り組んでまいりました。１年目の 2024 年３月期は、指標である経常利益を上回

りましたが、２年目となる当期におきましては、上記の通り、計画策定時の経常利益を下回る業績

予想の修正をすることとなりました。また、中期経営計画のテーマである、「セカンドブランドの強

化」においては、まだ検証に時間を要すること、「店舗の海外展開」においても引き続き検討が必要

なこと等により、計画策定時において想定していた前提条件との乖離が生じております。このよう

な背景により、中期経営計画の達成が困難であると判断したことから、中期経営計画を取り下げる

ことといたしました。 

 

（２）今後について 

今後の中期経営計画につきましては、当社を取り巻く事業環境等を総合的に勘案し、改めて合理

的に策定ができるようになった時点でお知らせいたします。 

 

以上 

 

 

 


